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実施した。また，昨年度，好評であったコアＳＳＨサイエンスフェスティバルを本年度も開

催することで，中学校と高等学校科学部の交流を図るとともに，研究レベルの向上を図った。

＜連携校＞

守山市立守山南中学校科学部

栗東市立栗東中学校科学部

大津市立瀬田北中学校科学部

研修会の実施

①目的：連携中学校科学部が現在おこなっている研究や活動の内容を向上させるようことを

目的とし研修会を実施した。また，一部の研修会に本校ＳＳ部の生徒も参加させる

ことで，中学生と高校生の交流を図った。

②研究内容と方法：以下の２度の研修会を実施した。

水質調査法研修会

７月２４日（水） 講師：滋賀県立大学 須戸教授

場所：滋賀県立大学環境科学部

分光光度計を用いて，パックテストによるデータの信頼性に関して

の検証をおこなう研修会を実施した。

栗東中学校科学部（１８名）・本校ＳＳ部化学班（９名）が参加

ロボット制御研修会

１２月１４日（土） 講師：大阪・ダイセン電子工業社員

会場：ダイセン電子工業

ロボカップにも使用されるロボットの開発メーカーに，ロボット制

御プログラミングに関する研修会を実施した。

守山南中学校科学部（１０名）が参加

コアＳＳＨサイエンスフェスティバルの開催

①目的：滋賀県内の中・高校生が，自然科学系の部活動や課題研究で取り組んでいる研究の

成果を発表し，議論および評価をしあうことで，参加者の論理的思考力およびプレ

ゼンテーション能力・コミュニケーション能力を向上させる。また，中・高校生が

大学の先進的な研究に触れ，自らの研究の参考とすることで，滋賀県内中・高校生

の研究レベルを向上させる。

②研究内容と方法：以下のような研究発表会を開催する。

コアＳＳＨサイエンスフェスティバル

３月１５日（土） 会場：ひこね燦ぱれす

ポスターセッション形式の科学発表会であり，中学校科学部と高等学校科学部が参

加。滋賀県立大学工学部・環境科学部も学科ごとに学生による研究ポスターを発表。
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４０作品程度が発表予定

③検証：受講生徒対象に実施したアンケートにより検証した。

水質調査法研修会については，高校生（本校ＳＳ部化学班）と中学校科学部員が同

じ実験講座を受講する形で実施した。「第６章関係資料」に掲載したように，高校

生に比べて，中学生のアンケート結果があまり良くないのは，内容（水質を分光光

度計を利用して調べた）が少し中学生には難しかったものと思われる。もし，中学

生にレベルをあわせると，逆の結果となることも予想されるので，中学生と高校生

に同じテーマの研修会を実施するのは，なかなか難しいことがわかった。ロボット

制御研修会のように，参加した中学生の志向にあった研修会では，高い満足度が得

られている。研修会の内容の設定に今後注意が必要と思われる。中学生対象のどち

らの研修会も，否定的な評価はほとんど無いため，参加した科学部員の興味・関心

の喚起につながっていることと思われる。

(2)高等学校科学部活性化支援

昨年度に引き続き，「琵琶湖の環境と研究方法」をテーマに研修会を実施した。また，昨年度，

好評であったコアＳＳＨサイエンスフェスティバルを本年度も開催することで，中学校と高等学校

科学部の交流を図るとともに，研究レベルの向上を図った。

＜本年度連携校＞

滋賀県立米原高等学校，滋賀県立河瀬中学校・河瀬高等学校，

滋賀県立東大津高等学校，滋賀県立虎姫高等学校

滋賀県立草津東高等学校，滋賀県立日野高等学校

研修会の実施

①目的：連携校科学部が現在おこなっている研究や活動の内容を向上させるようことを目的

として研修会を実施した。

②研究内容と方法：以下の２つの研修会を実施した。

コアＳＳＨ夏季合同合宿研修会

８月９日（金）・１０日（土）

内容：湖上実習 南湖で船上より，プランクトン採取・採水・湖底堆積物採取研修

講師：滋賀大学 三田村特任教授，引率教員

琵琶湖博物館実習 水生生物採取・ボーリングによる土壌サンプル採取実習，魚

類の解剖・プランクトン観察実習など

講師：琵琶湖博物館学芸員・引率教員

県内科学部生徒７０名・引率教員１２名が参加。宿泊地 希望ヶ丘青年の城

コアＳＳＨ科学部研修会

１２月２６日（木）講師：中野 伸一 センター長・教授

会場：京都大学生態学研究センター

県内科学部の生徒対象。琵琶湖の環境の状況に関する講義を受講

東大津高校（７名），河瀬高校（１４名），米原高校（６名），本校（１５

名）が参加。
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コアＳＳＨサイエンスフェスティバル（再掲）

中学校科学部と合同の発表会を計画している。

③検証：受講生徒対象に実施したアンケートにより検証した。高等学校の科学部対象の研修

会は，今年度は「琵琶湖の環境と研究方法」をテーマに研修会を実施した。「第６章関

係資料」に掲載したように，コアＳＳＨ夏季合同合宿研修会は好評であった。感想の自

由記述欄には「このようなことを毎年１年生には経験させるべきだと思う」「他の分野

の人と交流する機会がないので，良い機会となった」などといった意見もあり参加者は

前向きに受け取ってくれたと思っている。コアＳＳＨ科学部研修会も好評であったが，

「全体としてはよかった，生物にはあまり興味がないので今後，化学か物理でおこなわ

れることを期待しています」と言う意見があり，いかにして参加者の興味に合わせた内

容で実施できるかは今後も課題である。

４．各事業への高校生アシスタントの参加

ア．仮説

本校コアＳＳＨ事業で実施する，小学生や中学生向けの講座を実施する際に，アシスタン

トとして参加した本校生等の興味・関心・意欲等を育て，人材育成の効果が得られるのでは

ないか。

イ．研究内容・方法・検証

昨年度の「滋賀の子どもの科学力向上委員会」や「運営指導委員会」において，コアＳＳ

Ｈ事業に本校生をアシスタントとして参加させることで，本校の意欲を増進させ，将来への

進路意識等の増進にも役立つのではないか，との助言をいただいた。本年度はそれを受けて，

本校ＳＳＨ部員を中心に，できるかぎり本校や連携校の生徒をアシスタントとして参加させ

た。

①目的：本校コアＳＳＨ事業の各講座を実施する際に，本校生等を，アシスタントとして参

加させることにより，参加した本校生等の興味・関心・意欲等を喚起する。

②研究内容と方法：本年度以下の事業に高校生アシスタントを参加させた。

・第一回コアＳＳＨ科学講座（中学生向け講座） ７月３０日（火）

化学分野 ・地学分野・生物分野の３講座

・科学体験講座「夏の天体観望会」 ８月２６日（月）

・第二回コアＳＳＨ科学講座（中学生向け講座） １０月１９日（土）

化学分野・生物分野の２講座

・コアＳＳＨ科学講座（小学生向け講座） １０月２０日（日）

物理分野・地学分野の２講座



- 94 -

・コアＳＳＨ校外学習Ⅰ （近江八幡市立北里小学校との連携事業）

１０月１１日（金）

・コアＳＳＨ科学講座（彦根市立西中学校・南中学校対象の事業） １２月７日（土）

・科学体験講座「冬の天体観望会」 １２月２５日（水）

③検証：全ての講座で実施できたわけではないが，「第６章関係資料」に掲載したように，参

加した生徒対象に実施したアンケートにより検証した。結果，ほとんどの参加者が，

「興味をもった」「得るものがあった」「参加したいと」回答している。

夏の天体観望会の「得るものがあった」という回答の割合が少し低いのは，曇天のた

め，天体観測がほぼ実施できなかったためと思われる。

また，アンケートの自由記述の内容には，以下のような内容が，見られた。

＜コアＳＳＨ科学講座参加者＞

・あまり指導する立場に立った事がないので，初めは緊張したけれど自分なりに教え

る事ができて良かった。

・教えるのはあまりしたことがなかったので良かったです。

・他人に教えることで自分の理解も深まった。

・科学の面白さを伝えることができて嬉しい。

・事前学習をしっかりしたので中学生の質問にも適切に答えられた。

＜科学講座「夏の天体観望会」参加者＞

・空が曇っていて観望は出来なかったが，天体観望の楽しさを知ってもらえたと思う。

・役にはたてなかったけれど，次はもっと教えられるよう知識を身につけたいと思え

た。

＜科学講座「冬の天体観望会」参加者＞

・質問されても答えられないことがあったので，もっと知識をつけたい。

・星がいつもよりきれいに見えたとともに，前年や夏と比べて上手く教えられるよう

になった。

・みんなが大変興味を持って観測していたので，とても嬉しかったです。もっと多く

の人が星に興味を持ってくれるような活動をしたいと思いました。

このように，中学生等に，自分の知識を元に指導するという経験が，良い刺激となり，

彼らの意欲の向上に効果があることがわかった。
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第４章 実施の効果とその評価

１．連携校との連携体制について

昨年度文部科学省により，本校の連携校担当者対象に実施された「平成２４年度スーパーサイエン

スハイスクール コアＳＳＨに関する調査」の回答や，運営指導委員会等からのご意見をうけて，地

域の科学力向上事業における連携校との連携のあり方を見直した。その結果，連携校との授業研究開

発に昨年度以上に本校が関与する，密接な連携関係築けたことは評価できる。

２．高校生アシスタントのコアＳＳＨ事業への参加について

昨年度の本校運営指導員会，本校コアＳＳＨ事業のオブザーバー組織である「滋賀の子どもの科学

力向上委員会」からの提案により，本年度は小学生・中学生の参加する事業のほとんどに，本校生徒

を高校生アシスタントとして参加させた。前述のように，人材育成面での効果が得られることがわか

った。また，連携校の高校生もアシスタントとして参加させた事業では，連携校教員からも，生徒の

貴重な経験の場となったという評価が得られた。

３．地域の科学力向上事業について

本年度は，前述のように，連携校との密接な関係をめざし，本校周辺の４つの小学校・中学校（彦

根市・近江八幡市）と連携して研究開発をおこなった。何度も連携校の担当教員と協議し，日程や内

容，実施方法について検討した結果，小学校，中学校の授業と本校の事業が接続するような形で事業

を実施することにより，参加者からはどれも高い満足度が得られた。また，本校のこれまでのＳＳＨ

事業で開発した実験実習を，少し形を変えて，小学校，中学校の児童生徒に科学講座として受講させ

ることが有効であることもわかった。特に，液体窒素を使った低温の実験や，生物の解剖など，特別

な機材や材料が必要だったり，手間がかかったりして，小中学校ではなかなか実施が難しい実験実習

は，実施することにより高い効果があげられた。

アンケートの結果を見ると，興味・関心の高い生徒を対象に，本校で事業を実施した場合，特に高

い効果が得られていることがわかる。今後は，地域の科学力向上事業の連携校にご協力いただき，興

味・関心の高い生徒を集めて，連続した科学講座を実施するような取り組みが効果的なのではないか

と思われる。

科学体験（サイエンスショー）については，昨年度好評であった天体観望会の実施回数を２回に増

やした。参加者からは毎回高い評価が得られ，本校および連携校における人材育成面での効果があが

っている。

４．未来の科学者養成事業について

昨年度はまず，数学（算数）分野より取組を開始したが，本年度は理科分野へも取組を拡大した。

中学校数学分野で２回，中学校理科分野で６回，小学校算数分野で１回，小学校理科分野で３回の講

座や取組を実施し，どの講座も第３章に示したように，受講者から高い評価を得られた。ここでも，

本校のこれまでのＳＳＨ事業で開発してきた実験・実習を提供することが有効であり，もともと，数

学（算数）に興味・関心が高い参加者が，さらに喚起される結果となった。このことは将来の科学技

術を担う人材育成の上で効果があるものと思われる。

また，昨年度，講座受講者の募集に苦慮したが，本年度は他の事業と連携することで募集面での問

題点が解消できたことも評価できる。今後，受講者の募集に，連携小学校・中学校との今まで以上の

連携ができないかと考えている。

どの講座にも，本校生がＴＡとして参加した。参加した生徒にとっては異なる年齢の児童・生徒を
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指導することは，刺激となったようであり，今後も参加を促進したい。

５．科学部等活性化事業について

中学校科学部等活性化事業では，連携校の研究活動に役立つような研修会の企画し実施した。参加

者よりは前述のように高い満足度が得られているが，連携校が遠方のため，連携がうまくいかないこ

とがあった。来年度は，より良い連携のあり方を検討したい。

高等学校科学部等活性化事業では，「琵琶湖の環境と研究方法」をテーマに研修会を実施し，好評

であった。特に１年次に，こういった専門家による研修会を受講することは効果的であることがわか

った。

中学校・高等学校合同のサイエンスフェスティバルであるが，本年度は，課題研究も２校から発表

され，滋賀県立大学からの発表を含めて，昨年を上回る４０作品程度の発表が見込まれ，中学校・高

等学校科学活動交流および活性化につながるのではないかと期待している。

６．教員研修会について

未来の科学者養成事業の一部を，彦根市の小学校・中学校教員の研修会として開放した。本校ＳＳ

Ｈ事業の取り組みを理解してもらうとともに，授業力向上の機会となったものと思われる。また，参

加者から，小学校・中学校教員の立場からの貴重な意見が得られた。

以上のような取り組みを受け，本校コアＳＳＨ事業のオブザーバー組織である「滋賀の子どもの科

学力向上委員会」では，本校コアＳＳＨ事業は軌道に乗り，良い方向に向かっており，今後は本校の

教育活動に負担がかかり過ぎない範囲で，さらに活動を発展させていってほしいとの評価を受けた。
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第５章 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向・成果の普及

１．事業全体について

高校生徒をアシスタントとして参加させることで，人材育成面で効果があがっている。現在は本校

ＳＳ部生徒を中心にアシスタントを募集しているが，本校ＳＳクラスの生徒や，他の本校生徒へも募

集を拡大したい。

本年度は，夏の中学生対象コアＳＳＨ科学講座で実施したが，来年度は，地域の科学力向上事業，

未来の科学者養成事業を周辺地域の教員に研修会として開放する機会を増やしたい。そのことにより，

周辺地域の教員の本校事業に対する理解を深めるとともに，授業の参考になるような研修の場となれ

ばと考えている。

講座受講者の募集に関しては，今年度工夫をした結果，昨年度のように募集に苦慮することはなか

たったが，一部の事業では特定の小学校・中学校の教員の協力で，参加者が募集できているものがあ

り，募集面での課題は残っている。本校の事業に参加してもらうと，おしなべて高い満足度が得られ

ているので，いかにして興味・関心の高い生徒のもとへ募集情報を届け，参加してもらうかが，今後

の課題である。

２．地域の科学力向上事業

本校のこれまでのＳＳＨ事業で開発した実験実習を，小・中学校へ提供することで成果が得られる

ことがわかり，今後もこういった形であれば，授業開発の負担も小さく，連携校数を増やして，連携

事業を広げていくことも可能であると考えている。

興味・関心の高い生徒を対象に，本校で事業を実施した場合，特に高い効果が得られていることか

ら，連携校から興味・関心の高い生徒を募集して，参加者の能力を継続的に伸長させるような，連続

講座が実施できないかと考えている。これは未来の科学力向上事業の目指すところであり，今後は両

事業の合同事業となることが予想される。

３．未来の科学者養成事業

本年度は，小学生対象の理科講座・中学生対象の理科講座への取組を開始した。今後は，より多く

の小学生・中学生に受講してもらうために，内容とともに実施時期や募集方法をさらに検討したい。

４．科学部等活性化事業

今後も，連携校の研究活動に役立つような研修会を企画し，実施していきたい。また，コアＳＳＨ

サイエンスフェスティバルの取組を発展させて，一層の交流や普及を図り，県外中学生の参加や，課

題研究・自由研究等の出展を増加させたい。さらに，地域の小学生・中学生の見学者を増加させるこ

とで，地域の科学力を向上させ，科学部活動の活性化につなげられないかと考えている。
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第６章 関係資料

アンケート結果

Ⅰ：全体に興味が持てましたか。

Ⅱ：全体に得るものがありましたか。

Ⅲ：今後こういった機会があれば参加したいですか。

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

１．地域の科学力向上事業

コアＳＳＨ校外学習Ⅰ （近江八幡市立北里小学校との連携事業）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

コアＳＳＨ科学講座（彦根市立稲枝東小学校対象の事業）

コアＳＳＨ科学講座（彦根市立西中学校・南中学校対象の事業）

コアＳＳＨ科学講座（彦根西中学校対象の事業）

科学体験講座「夏の天体観望会」

科学体験講座「冬の天体観望会」
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２．未来の科学者養成事業

第一回コアＳＳＨ科学講座（中学向け講座）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

第二回コアＳＳＨ科学講座（中学向け講座）

コアＳＳＨ科学講座（小学生向け講座）

３．科学部等活性化事業

水質調査法研修会

ロボット制御研修会

コアＳＳＨ夏季合同合宿研修会

コアＳＳＨ科学部研修会
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４．各事業への高校生アシスタントの参加

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

第一回コアＳＳＨ科学講座（中学向け講座） ７月３０日（火）

科学体験講座「夏の天体観望会」 ８月２６日（月）

科学体験講座「冬の天体観望会」 １２月２５日（水）
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